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聖霊降臨節第 7 主日礼拝 説教 「最悪の状況の中で」 要旨 

日本キリスト教団藤沢教会 2020 年 7 月 12 日  

ホセア書 14 章 2～8 節 ヨハネによる福音書 4 章 43～54 節 

一巡りの歩みを終え、新たな始まりを
迎えた私たちでありますが、皆さんはこ
の朝をいかなる思いをもって迎えられた
ことでしょう。そこで、お尋ねしますが、
では、世界が経験した最初の一週間、そ
こで神様が思ったことは何だったでしょ
うか。それについて、御言葉はこう語り
ます。「神はお造りになったすべてのも
のをご覧になった。見よ、それは極めて
良かった」と。つまり、神様がそのとき
感じたことは、世界のできの良さで、全
体からあふれ出るその美しさです。「極
めて良かった」と御言葉が語ることは、
そういうことであり、従って、これこそ
が、この世界に向けられた神様の御心で
あるということです。それゆえ、この神
様と同じ思いをもってこの世界を見つめ
ているのがこの朝を迎えた私たちであり、
特に、主の安息の内に置かれているこの
日、私たちが心に留めるべきものは、こ
の神様の御心以外他にないと、そう言っ
ていいのだと思います。 

では、私たちはどうして神様と同じ思
いをもって、そのように世界を見つめる
ことができるのか。それは、私たちが神
様に似せて造られているからです。つま
り、神様と同じように、美しいと感じる
心、それを見分ける目が私たちには与え
られているということです。まただから、
知恵の教師コヘレトも「神のなさること
は時宜にかなって美しい」と語るのです。
それゆえ、目に映る世界の美しさに加え
て、自らの人生についても、私たちはこ
の同じ視点をもって見つめることができ
るのです。ですから、私たちの人生がた
とえどんなに挫折や失敗に満ちていたと
しても、また、どんなに傷つき、深い痛
手を負ったとしても、自分自身が神様の
似姿であることを見失わない限り、私た
ちの人生は、間違ってもいびつなものに
なることはありません。神様が美しいと
言ってくれる、そのままの祝福に与るこ
とになるのです。 

しかし、だから、すべてを神様任せ、
おんぶに抱っこでいればそれで済むとい
う話ではありません。神様にすべてをお
任せしたとしても、私たちの気持ちがお
ざなりなものであったらどうでしょうか。
また、気持ちはあっても、実が伴わなか

ったらどうでしょうか。それは、言葉に
するまでもありません。素晴らしいと、
そして、美しいと、私たちをしてそう感
じさせるのはどうしてなのかということ
です。そこで、ホセア書を見てみますと、
その一番最後にこう記されています。
「主の道は正しい。神に従う者はその道
に歩み、神に背く者はその道に躓く」と。
つまり、世界が美しい、世界に生きるこ
とが素晴らしい、私たちがそう思えるの
は、すべてを神様にお任せすることが正
しいと知っているからです。また、だか
ら、打算なく、素直にすべてを神様にお
預けし、その言葉通りに生きたいと願う
のです。そして、それは、虚心坦懐に神
様に委ねるということでもありますが、
ですから、私たちが、神様の造られた世
界の美しさと、私たちを生かすその御心
の麗しさを本当に知りたい、見たいと思
うなら、今日の新約聖書に登場するその
父親のように、神様を前にして己を虚し
くすることが大切だということです。そ
れは、今日のそれぞれの御言葉が示すよ
うに、自分が出過ぎるところでは、何か
が足りないためにスカスカになるか、ま
た、余分なものが邪魔をしてギトギトし
たものになるか、そのいずれでしかない
からです。 

さて、御言葉を通してそんなことを思
わされたわけでありますが、そう思った
のには、もう一つ別の理由がありました。
幼稚園が始まり、毎朝、子供たちと接し
ていて、以前見たある映画を思い出した
からであり、その主題歌がふと頭をよぎ
ったからです。そこで、私が思い出した
映画ですが、それは、「汚れなき悪戯」
というモノクロ映画でありました。主人
公マルセリーノのあどけなさとその印象
深いラストシーン、哀愁に満ちたその主
題歌は、とても印象深いものでしたが、
ただ、なぜこの作品が私の記憶に残り、
その主題歌がふと頭をよぎったのかとい
うと、それが学校をサボって見た映画で
あり、この日の御言葉とその映画の記憶
が直感的に重なったからです。 

登園を再開して一ヶ月、ようやく各ク
ラスそろっての保育が始まりましたが、
業務命令で始まった私の朝のお迎えも、
今では一日を始めるに当たっての大切な
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ルーティーンになっています。元気に登
園してくる子どもたちの嬉しそうな様子
もさることながら、一日一日、一人一人、
まったく違う様子の子どもたちに接する
のは、本当に楽しいものだからです。中
でも、誰一人として幼稚園に来るのを嫌
がらないのは、幼稚園にいい思い出のな
い私にとっては実に驚きです。それゆえ、
子どもたちの直感に働きかけるものが、
すべての子どもたちをしてそうさせてい
るとしたら、私たちがしていることは間
違ってはいないということです。ただ、
それが間違っていないと言えるのはどう
してなのでしょうか。 

多くの子どもたちを集める大規模園と
比べ、みくに幼稚園は、本当に小さな幼
稚園です。このことはつまり、私たちは、
多くの親たちの支持を集めきれてはいな
いということです。従って、今お伝えし
た私の子どもたちの見方は、大方の人の
ものの見方、考え方とは必ずしも一致し
てはいないということであり、ですから、
それについては、私たちの課題だという
ことです。ですから、みくに幼稚園が教
会附属であることを踏まえるなら、皆さ
んも是非このことを心に留め、お祈りい
ただきたいと思いますが、ただし、それ
は、だから、世に倣えといわんばかりに
何かを変えなければならないということ
ではありません。それについて敢えて申
し上げるなら、私はこのままでいいと思
っています。私たちがこれからも大事に
すべきことは、子どもたちの直感に働き
かけるものであり、みくに幼稚園の子ど
もたちはそれを大切にしてくれているか
らです。そして、そこに現されているも
のこそが、私たちの信じる神様の御心で
もありますが、ですから、世界の美しさ
と、生き甲斐を含めた人生の麗しさを明
らかにしてくれるものに手を加える必要
はありません。そして、先ほどの私の高
校時代のこともそうなのですが、学校を
サボって、というところに、今まで少し
引っ掛かっていたのですが、でも、こじ
つけのように思われるかもしれませんが、
直感への働きかけという点からすれば、
あれはあれで良かったし、また、幼稚園
は幼稚園で、「これでいいのだ」とそう
思うのです。 

ただし、私がそう思ったのは、ただた
だ嬉しいばかりの子どもたちを毎日見て
いるからではありません。そのことに加
えて、登園し、直ぐ始まるその人間模様
が私をして「これでいいのだ」と思わせ

たのです。ですから、変な話、ケンカを
していても、泣き叫んでも、笑っていて
も、怒っていても、子どもたちが直感と
して感じているところは、すべて嬉しそ
うですし、楽しそうなのです。それは、
雑味がないというか、素材のそのままが
生かされているというか、それは、見入
ってしまうくらいに本当に魅力的なので
す。ただ、そんな悠長なことを私が言っ
ていられるのも、私が傍観者のような立
場にあるからです。しかし、職員たちは、
そういうわけには参りません。子どもた
ちの受け入れに加えて、新しい生活様式
にも対応しなければならず、特に今、て
んやわんやなわけですから、私のように
悠長なことを言っていられる余裕などあ
ろうはずもありません。ですから、こん
なことを言ったと後で知られると、職員
たちに怒られるかもしれませんので、内
緒にしていただきたいのですが、でも、
よくよく考えれば、それも余計なことな
のかもしれません。職員を含めた人間模
様の中で働くものが、こうして御言葉を
通し聞いている神様の御心であるわけで
すから、私が怒られるというのも、子ど
もたちと同様、御心が働いているという
確かな証拠でもあるからです。 

しかし、そうであるにも関わらず、つ
いつい枝葉の部分にばかりに目がとまり、
そのために、どうしようどうしようと思
い、御心に余計なものを差し挟んでしま
うところがあるのはどうしてなのでしょ
う。そして、それは、この日の御言葉の
中にある人間模様を見ても同じことが言
えます。御言葉を前にして、この日、私
たちが垣間見ているものは、イエス様を
中心とした、虚心坦懐というわけにはい
かない私たち人間の姿です。そこで、先
ず知らされることは、イエス様が故郷で
疎んじられていたという事実ですが、と
ころが、イエス様の評判を聞きつけた故
郷の人々は、いわゆる、故郷に錦を飾っ
たイエス様に対して、今度は、掌を返す
かのようにその正反対の態度で臨むので
す。ですから、イエス様でなくとも、
人々の二心あるその姿には誰でも苛立ち
を覚えることでしょう。それゆえ、その
直後に登場する王の役人への対応は、そ
のとばっちりを受けてのことだとも言え
るのでしょう。ただ、当の本人にしたら
どうでしょうか。 

「息子を助けてください。助けられる
のはあなたしかいません」と、そう言っ
てすがるその父親に対して、そこでイエ



3 

ス様が仰ったことは、「あなたがたは、
しるしや不思議な業を見なければ、決し
て信じない」というものでした。そこで、
苛立つイエス様の姿を見て、皆さんはど
う思うのでしょうか。教会に通い始めた
ばかりの頃、このイエス様の言い草には、
正直、カチンときたのを覚えています。
助けてくださいといっているわけですか
ら、ハイ分かったと言って直ぐに動けば
いいのに、理屈にならない理屈をイエス
様が並べ立てているわけで、ですから、
えっ、と思ったわけです。しかも、結局、
最後にはその子を助けたわけですから、
端から直ぐに動けばいいのにとも思った
のです。 

ただ、そのような結末に至ったのは、
この父親の必死な姿があったからでもあ
りました。それゆえ、救いの道をこじ開
けたのはこの父親だとも言えるのでしょ
うが、ただ、そうするのは父親であれば
当然です。「お前は信じてはいない」と
言われて、すごすごと引き下がるわけに
はいかないからです。そこで、父親は、
「主よ、子どもが死なないうちに、お出
でください」と必死の形相でイエス様に
すがりつくのですが、すると、イエス様
がそこで何んと仰ったのか。それは、
「分かった」という誰もが期待する一言
ではありません。「帰りなさい。あなた
の息子は生きる。」という、よく分から
ないこの一言だけであったのです。この
ように、またしても主イエスのなさった
ことはよく分からないものであったので
すが、ところが、この父親はイエス様の
その言葉を信じ、結果、子どもは癒やさ
れることとなり、そして、その癒やされ
た時刻とイエス様が言葉を発した時刻と
が同じであったというところで、この話
はまとめられてもいるのです。それゆえ、
分かりやすいようにも思うのですが、た
だ、それについては、どこかしっくりし
ないところが残ります。そうした信仰美
談的な理解については、直感的になるほ
どとは思えないからです。イエス様が神
の子として、その力をいかんなく発揮さ
れたというのは分かるのですが、けれど
も、それが私たちがここで聞くべき答え
だとしたら、もしその反対の事態に直面
したとき、私たちは何を思えばいいので
しょうか。この御言葉に触れたときには
イエス様は正しいと思ったとしても、現
実の中でこの父親と同じようなことがな
ければ、その時、私たちが直感的に思う
ものはどのように評価されることになる
のでしょうか。 

イエス様が生きた時代も、その後の時
代も、それどころかつい最近まで、すべ
ての子どもが無事に成人を迎えるわけで
はありません。そして、それは、現代に
おいては、貧しい国々を見れば分かるこ
とです。死は身近なものであり、いつ我
が身に及ぶともしれないものであり、そ
して、ここ数年、私もそのことを身にし
みて感じさせられるものでありました。
大切な友人、大切な家族を天に送ること
になったからです。そして、その中で、
この父親のようにイエス様に願い、祈る
ものでもありました。しかし、残念なが
ら、その祈りが聞かれることはありませ
んでした。そして、それは、イエス様が
生きた時代もそうですし、その後の教会
の時代もそうです。ですから、死を間近
に感じるとき、世界は美しいものではな
く、また、人生も麗しいものでもありま
せん。けれども、御言葉は、その美しさ
と麗しさを語り、そして、ここでもそう
です。ホセア書に記されていることも、
イエス様を中心としたその人間模様も、
それを私たちに伝えてくれているのです。
ところが、死に直面したとき、私たちは
それとはまったく別のことを考えてしま
うものです。だから、評判を聞きつけて、
そこに集まり、また、悪ければ、そこを
立ち去ることになるのです。神様とイエ
ス様のことを、さらには、世界と自分自
身の人生すらも、まるで歯医者か美容院
を選ぶのと同じように、自分の思い通り
にしようとあくせく動き回るのです。け
れども、そこに見るもの、それが、私た
ち人間の人間模様でもあるのでしょう。 

汚れなき悪戯の主人公マルセリーノは、
孤児として 12 人の修道士たちに育てら
れたのですが、ある時、入ってはならな
いといわれた部屋に入ったところ、そこ
には十字架に付けられたキリスト像が置
かれていました。そして、その悲しい様
子からか、マルセリーノは、お腹がすい
ていると思い、修道士たちの目を盗んで
パンとぶどう酒をキリスト像に運ぶので
す。すると、そこに奇跡が起こったので
す。イエス様の手が動き、そのパンとぶ
どう酒を受け取るのですが、そうした中
で、ある時、イエス様がマルセリーノに
言ったのです。「何か願いをかなえてあ
げよう」と。そこで、孤児であったマル
セリーノが言ったことは、自分のお母さ
んに会いたいということ、そして、あな
たのお母さんに会いたいということでし
た。そこで、イエス様は、マルセリーノ
に尋ねます。「今すぐにか」と。そして、
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マルセリーノは答えます。「今すぐに」
と。こうして、マルセリーノは、イエス
様の膝の上で永遠の眠りにつくことにな
ったのですが、ただし、このことはまた、
イエス様が五歳の子どもの願いを聞き入
れて、御国へとお召しになったというこ
とです。60 年以上前の映画であり、今
とはだいぶ世の中の様子も違いますが、
ただ、当時、このラストシーンに多くの
人々は涙させられたものでもありました。 

ところで、もし、今この映画が封ぎら
れたとしたら、人々の反応はどうなるの
でしょう。退屈な映画だと酷評されるか
も知れません。見所であるラストシーン
は、主人公の年齢が五歳であることを考
えれば、六十年前とは正反対の評価が下
されるのかも知れません。しかし、仮に
そうした評価が下されたとしても、イエ
ス様が十字架についた今、御言葉が私た
ちに求めることは、それを頭ごなしに否
定することではありません。悲しみと苦
しみ、様々な不都合なものを初めからな
かったかのようにすることで、私たちの
平安の礎が築かれることはないからです。
ただ、このことはまた、私たちが大いな
る矛盾を引き受けることでもあります。
イエス様に「信じていない」と言われた
父親がまさにそうであったと思います。
けれども、この父親のように、私たちが
自分の率直な思いと神様の御心の間に立
つとき、この矛盾の中に尚とどまるイエ
ス様の姿を見るのです。御言葉が私たち
に伝えてくれていることはこのことであ
り、だから、人々が死を身近なものとし
て感じ、かつ、大きな悲しみや多くの苦
しみを人々が感じる中で、なお、人々に
よってイエス様は信じられることになっ
たのです。 

物事を上手く運ぶか運ばないか、その
拘りが私たちの人間模様を作り上げるの
は間違いありません。そして、自分本位
に動く人間模様は、確かに褒められたこ
とではないのでしょう。また、そうであ
るから、私たちは上手く物事を運ぶこと
に捕らわれてもしまうのでしょう。けれ
ども、私たちのそうした人間模様を見つ
めながら、それでもなお、共にいてくだ
さっているのが私たちのイエス様でもあ
るのです。このことはつまり、幼子が助
かったからイエス様が共にいるというこ
とではなく、絶望の中でこの父親がイエ
ス様にすがりついたように、私たちが、
いるということに立ち、しがみつくから
こそ、そこからイエス様が立ち去ること

はないということです。この父親がイエ
ス様を信じて、家路につくことができた
のはそれゆえのことであり、そして、そ
れは、いるとかいないとか、主観的にと
か、客観的にとか、そういう私たちが信
じられる材料を並べ立てて、その結果、
そうなったということではありません。
直感として、いることを理解した、感じ
させられた、このことは、後先を考える
ところからそれは始まるものではありま
せん。御言葉が、神様の御心をこれ以上
確かなものはないと語るるように、イエ
ス様のいますところに立ってこそ、そこ
で初めて言葉にできるものであり、そし
て、それが許されているのが私たちであ
るということです。 

ですから、そういう意味で御言葉に記
されていることは、神様とイエス様が共
にいてくださっている中での私たち信仰
者の人間模様であるということです。そ
れゆえ、そこで大事にすべきことは、自
分の願い通りに上手くいくか行かないか
ということではありません。人間模様だ
けを見ているだけでは、直感として感じ
るところは、世界は美しいかも知れない
し、美しくないかも知れない、また、そ
こに生きる者の人生も麗しいかも知れな
いし、麗しくないかも知れない、この
「かもしれない」というところに留まる
しかないからです。けれども、この父親
のように虚心坦懐に、私たちがイエス様
が共にいてくださっていることにすがり
つき、この方に全てをお任せするなら、
その時、私たちは知るのです。世界の美
しさと人生の麗しさを。私はそのことを
御言葉と教会との関わりと私たちに与え
られているみくに幼稚園の子どもたちを
通し、改めて教えられたように思うので
す。祈りましょう。 

祈り 

天のお父様 

あなたの御心の内にこの朝を迎え、そ
のあなたの御心の内にその生涯を過ごし、
そして、そのあなたの御手が私たちの上
より取り除かれることなく、私たちを最
後までを導いてくださっていることを覚
え、心より感謝します。定まらぬ私たち
でありますが、幼子のようにあなたの手
だけを握りしめ、日一日を歩ませてくだ
さい。あなたの御名を褒め称える群れと
して、御名にふさわしく私たちを導いて
ください。主の御名によって祈ります。
アーメン。 


